
神
が
腰
掛
け
た
岩
の
下
手
に
小
さ
な
池
を
残
し
て
一
本
の
小
川
と

な
っ
て
大
分
川
の
本
流
へ
と
注
い
で
流
れ
下
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
小
さ
な
池
が
今
の
金
鱗
湖
と
云
っ
て
半
湯
半
水
の
池
で
、
由
布

院
名
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
水
が
引
い
た
の
を
見
届
け
た
女
神
は
、
各
地
か
ら
民
を
集
め
、

こ
の
盆
地
を
開
拓
し
て
豊
饒
な
実
り
を
も
つ
美
田
と
し
た
の
で
あ

る
。
相
宿
郷
と
い
う
大
き
な
村
が
出
来
あ
が
り
、
毎
年
、
豊
沃
な

土
地
に
は
黄
金
の
穂
波
を
秋
風
が
運
ん
で
き
た
。
村
人
は
相
宿
郷

開
拓
の
大
恩
人
で
あ
る
宇
奈
岐
日
女
の
神
徳
を
崇
め
て
社
殿
を
創

建
し
た
の
が
、
宇
奈
岐
日
女
神
社
で
、
別
名
六
所
宮
で
あ
る
。

　
一
方
、
大
脚
力
で
前
徳
野
の
岸
壁
を
蹴
破
っ
た
権
現
を
同
時
に

恩
人
と
し
て
祀
っ
た
の
が
、
い
ま
前
徳
野
に
鎮
座
ま
し
ま
す
蹴
裂

権
現
社
で
あ
り
、
ご
神
体
は
権
現
が
最
初
に
蹴
っ
た
石
で
あ
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。

　
六
所
宮
の
神
事
で
お
神
輿
は
、
蹴
裂
権
現
の
土
木
工
事
を
眺
め

ら
れ
た
女
神
が
腰
掛
け
ら
れ
た
大
岩
に
、
御
神
幸
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

菌
海
漁
談

脇
　
蘭
室
（
抜
粋
）

　
鶴
見
山
は
海
岸
を
距
こ
と
一
里
ば
か
り
、
高
峻
由
布
に
比
し
て

は
譲
る
所
あ
り
、
火
脈
の
発
動
は
更
に
甚
し
。
山
上
に
池
あ
り
。

沸
熱
殊
に
盛
に
し
て
、
煙
気
の
騰
起
す
る
事
白
雲
の
如
し
。
昔
時

も
地
変
に
よ
り
て
、
人
死
し
家
流
れ
し
事
あ
り
。
享
保
年
中
に
は

山
潮
出
て
、
田
圃
村
落
悉
く
壊
亡
し
、
人
民
馬
牛
多
く
溺
死
せ
り

と
ぞ
。
今
よ
り
数
年
前
に
も
か
く
の
如
き
変
あ
り
。
さ
れ
ど
此
所

の
人
民
、
前
事
に
創
莫
し
て
、
地
を
揮
て
村
を
移
し
た
る
を
以
て

其
災
軽
か
り
し
と
ぞ
。
こ
の
躍
石
と
称
す
る
巨
石
あ
り
、
時
あ
り

て
自
躍
り
て
移
る
と
云
。
其
響
数
十
丁
外
に
聞
ふ
と
な
り
。
予
い

ま
だ
石
を
見
ざ
れ
ど
も
、
響
と
云
も
の
は
少
年
の
時
は
る
か
に
聞

た
る
こ
と
あ
り
。

　
山
下
に
は
温
泉
所
在
に
出
る
な
り
。
中
に
も
南
鉄
輪
村
に
は
、

欝
蒸
の
気
を
蔵
め
包
み
、
材
を
構
へ
草
土
を
覆
ひ
て
窟
の
如
く
し
、
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藁
を
布
き
石
を
枕
と
し
、
疾
痛
あ
る
者
偏
臥
し
て
此
気
に
蒸
す
に
、

甚
快
く
験
を
得
こ
と
多
し
と
な
り
。
此
里
に
は
地
獄
と
称
す
る
沸

熱
の
泉
甚
多
く
、
或
は
人
家
の
壁
柱
の
根
な
ど
に
も
煙
を
出
す
所

あ
り
。
菜
疏
を
煮
、
麻
苧
を
蒸
な
ど
の
用
に
供
し
て
便
利
な
り
。

偶
来
り
観
る
者
は
、
殊
に
驚
怖
す
る
事
に
て
、
地
獄
原
と
云
は
道

路
狭
く
し
て
、
左
右
に
方
五
六
尺
て
Ｉ
丈
の
熱
泉
数
十
、
各
泥
を

躍
し
、
湯
を
起
し
、
脚
下
に
響
て
煙
気
臭
悪
な
る
こ
と
鼻
を
穿
つ

が
如
し
。
隣
近
の
地
往
々
湯
池
あ
り
。
海
地
獄
、
紺
屋
地
獄
、
鬼

山
地
獄
、
園
内
坊
な
ど
称
す
る
も
の
甚
だ
衆
し
。
血
の
池
と
称
す

る
は
赤
の
湯
と
呼
て
、
豊
後
風
土
記
に
載
た
る
赤
湯
泉
な
り
。
二

十
余
年
前
ま
で
は
赤
色
な
り
し
が
、
変
じ
て
淡
青
色
と
な
れ
り
。

又
野
田
村
に
天
王
の
湯
と
称
す
る
も
の
あ
り
。
景
行
帝
西
巡
の
日

浴
し
た
ま
ひ
し
と
か
云
ひ
伝
う
。
温
泉
二
つ
あ
る
が
過
熱
な
り
。

　
海
浜
に
出
て
、
亀
川
と
云
に
は
冷
水
な
く
し
て
人
家
に
用
る
も

の
皆
湯
な
り
。
流
る
ｘ
湯
に
小
魚
生
じ
、
水
草
華
く
、
奇
と
謂
べ

し
。
古
市
と
云
に
は
、
潮
退
き
た
る
時
汀
沙
よ
り
炳
立
つ
。
こ
ｘ

を
繋
ば
温
泉
湧
出
、
人
々
自
ら
沙
を
左
右
に
推
て
石
菖
を
敷
き
石

を
枕
に
し
て
臥
す
に
、
其
身
を
蔵
す
ほ
ど
に
温
泉
湛
ふ
。
熱
す
れ

ば
し
ば
ら
く
避
て
、
又
浴
す
る
に
媛
適
な
り
。
冷
な
れ
ば
浴
し
な

が
ら
沙
を
探
れ
ば
、
底
よ
り
熱
気
加
わ
り
て
意
の
如
く
媛
適
な
り
。

久
し
く
浴
し
て
厭
ふ
時
は
、
所
を
移
し
て
又
繋
ち
、
新
湯
を
開
く
。

　
西
面
す
れ
ば
、
鶴
見
山
以
下
其
他
の
岡
槽
、
遠
く
は
数
里
の
外

の
山
野
、
み
な
目
中
に
在
り
。
東
顧
す
れ
ば
海
洋
涯
な
く
、
巨
船

軽
舟
み
な
呼
ぶ
べ
し
。
南
北
行
路
を
通
じ
て
、
邑
里
交
錯
す
。
漁

釣
樵
蘇
の
状
、
過
客
征
馬
の
態
み
な
臥
し
て
悉
す
る
を
得
。
日
を

避
け
雨
を
禦
ぐ
の
用
、
唯
一
傘
を
手
に
し
て
足
る
。
天
下
の
至
約

に
し
て
大
観
を
成
し
、
至
清
に
し
て
奇
楽
を
取
る
。
い
づ
れ
の
物

か
こ
れ
に
加
ふ
べ
き
。
潮
来
れ
ば
温
泉
隠
没
處
所
を
失
す
。
潮
退

け
ば
瀞
々
平
汀
初
に
復
し
、
浴
者
意
に
随
て
新
泉
を
発
す
。
此
地

相
人
家
を
離
れ
、
酒
店
な
く
茶
房
な
し
。
も
し
瓢
酒
を
携
て
沙
中

に
置
け
ば
、
温
に
し
て
熱
せ
ず
。
僻
地
な
る
を
以
て
衆
群
の
喧
き

を
見
ず
、
温
泉
中
の
佳
境
と
す
べ
し
。

○
石
垣
原
は
鶴
見
山
の
麓
に
在
て
、
昿
野
な
り
し
が
、
洪
水
の
出

け
る
よ
り
、
唯
沙
石
荒
草
瀞
茫
た
り
。
慶
長
五
年
大
友
氏
兵
を
起

し
立
石
に
拠
た
る
を
、
黒
田
侯
の
軍
石
垣
原
に
相
戦
、
遂
に
大
友

氏
を
檎
せ
し
古
戦
場
な
れ
ど
、
今
は
人
馬
の
馳
駆
す
べ
き
處
に
非

ず
。
路
傍
に
大
友
の
長
臣
吉
弘
嘉
兵
衛
の
墓
あ
り
。
義
烈
な
る
士
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に
て
、
忠
諌
用
ひ
ら
れ
ず
、
終
に
闘
死
し
た
る
を
、
其
地
に
墓
を

営
み
た
り
。
こ
こ
に
松
樹
の
路
上
に
横
た
は
り
た
る
あ
り
て
、
墓

前
を
過
る
者
馬
を
下
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
か
ば
、
下
馬
松
と

呼
て
、
お
の
ず
か
ら
地
名
の
如
く
な
り
ぬ
。
今
よ
り
二
十
年
ば
か

り
以
前
に
枯
失
せ
り
。

　
此
所
よ
り
し
ば
ら
く
北
に
往
て
村
あ
り
。
北
石
垣
と
称
す
。
民

家
の
後
に
鬼
の
窟
と
云
も
の
あ
り
。
外
よ
り
見
れ
ば
、
唯
竹
樹
あ

る
阜
の
如
く
、
近
く
立
寄
れ
ば
、
巨
石
を
た
ｘ
み
て
門
戸
の
如
き

あ
り
。
矩
火
を
執
て
入
る
に
、
石
窟
を
構
へ
成
し
て
、
凡
数
十
人

を
坐
せ
し
む
べ
し
。
高
さ
も
大
概
径
の
丈
尺
に
ひ
と
し
か
る
べ
く
、

上
を
覆
た
る
石
は
平
な
る
大
石
を
並
て
、
人
力
に
あ
た
ふ
ま
じ
と

見
ゆ
る
者
な
り
。
是
を
男
鬼
の
窟
と
す
。
女
鬼
の
窟
も
相
並
て
在

り
。
石
門
の
秋
陽
な
る
よ
り
入
る
に
、
二
室
あ
り
。
奥
な
る
方
和

広
く
し
て
、
一
石
淋
を
側
立
。
土
俗
こ
れ
を
女
鬼
の
産
台
と
云
ひ

傅
ふ
。
何
の
世
に
造
り
何
の
用
な
る
事
を
知
る
も
の
な
し
。
上
代

の
穴
居
の
遺
物
に
や
。
成
人
の
説
は
、
古
昔
豪
酉
を
葬
た
る
石
槨

な
ら
ん
と
云
。
女
窟
の
中
の
石
淋
は
石
棺
な
る
か
も
し
ら
ず
。
上

国
に
も
西
州
に
も
か
ｘ
る
類
あ
り
て
、
石
槨
と
云
伝
る
者
聞
れ
ば
、

さ
に
非
ず
と
も
言
い
が
た
し
。
又
按
ず
る
に
日
本
書
紀
、
景
行
紀

に
見
へ
た
る
鼠
の
窟
と
称
す
る
者
あ
り
。
紀
に
日

到
こ
蓮
見
邑
・
有
・
汝
人
一
日
・
・
速
津
媛
・
為
し
處
之
長
・
・
其
聞
゜
天

皇
車
駕
・
面
奉
・
・
迎
之
・
諮
言
茲
山
有
・
・
大
石
窟
・
目
づ

鼠
石
窟
・
有
・
≒
蜘
蛛
・
住
・
・
其
石
窟
二
日
゛
青
二
日
‘
白

速
見
郡
に
石
窟
と
称
す
べ
き
も
の
今
存
せ
ず
も
し
は
此
所
に
や
と

お
も
へ
ど
も
、
紀
の
後
段
に
、

襲
・
・
石
窟
土
蜘
蛛
｝
面
破
一
才
稲
葉
川
上
・

と
あ
れ
ば
、
此
所
に
は
非
る
な
り
。
近
き
辛
酉
の
秋
、
鶴
見
の
里

人
強
盗
を
追
て
捕
へ
ん
と
す
る
に
、
民
家
に
人
て
見
失
ひ
た
り
。

因
て
此
家
を
探
索
す
る
に
、
昧
の
下
に
又
席
を
布
て
人
を
居
ら
し

む
べ
く
し
。
土
中
を
繋
り
穿
て
屋
の
後
の
窟
の
中
に
抜
け
出
る
設

け
あ
り
。
事
乃
ち
発
覚
し
て
、
此
主
も
因
に
な
り
し
な
り
。
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